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１．研究計画の概要 
小胞体ストレス誘導遺伝子、STC2 の神経細

胞保護作用の分子メカニズムを解明し、In 

vivoでの STC2作用を個体レベルで検討する

ことを目的とする. 下記にその目的を記す 

Aim1: STC2 の神経細胞保護作用の分子機構

の解明、Aim2: STC2 ノックアウトマウスの

作成とSTC2機能の In vivo解析、 Aim3: 老

化と STC2の関連 

２．研究の進捗状況 
Aim1: 小胞体の retention signal (KDEL)を導

入し非分泌型 STC2を作成しアポトーシス抑

制作用を比較したところ、非分泌型ではその

作用がなく、STC2の細胞保護作用は、細胞

外から作用していると考えられた。さらに、

遺伝性運動ニューロン疾患, seipinopathyの変

異型 seipin発現細胞において、STC2の発現

が亢進していた。したがって、STC2は運動

ニューロン疾患、seipinopathyの病態にも関与

している可能性が示唆された。 

Aim2,3 ：STC2ノックアウトマウスを確立し、

表現型では大きな差異がないことを確認し

た。さらに現在、老化促進マウス Klothoマウ

スとの交配により老化への影響を検討して

いる。 

３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 

STC2ノックアウトマウスの作成は大きな

問題なく進行している。 

４．今後の研究の推進方策 

STC2ノックアウトマウスと老化促進マウ

スKlothoマウスとの交配により老化特に、

運動機能、骨代謝、寿命に関して詳細に検

討する。 

５. 代表的な研究成果 
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